
(1)　第　61　号

　
平
成
二
十
六
年
度
の
定
期
総
会

は
、
五
月
十
七
日
千
曲
市
稲
荷
山

「
杏
泉
閣
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
十
五
時
か
ら
支

部
長
会
・
学
年

理
事
会
が
持
た

れ
、
総
会
に
諮

る
議
題
の
審
議

が
行
わ
れ
た
。

そ
れ
を
基
に
引

き
続
い
て
十
六

時
か
ら
総
会
が

開
か
れ
た
。

　
議
事
の
中
心

は
創
立
九
十
周

年
記
念
事
業
の

報
告
と
総
括
、

二
十
六
年
度
の

事
業
計
画
等
で

あ
っ
た
。
総
会

の
冒
頭
、
宮
﨑

和
順
会
長
は
、

「
募
金
活
動
の

停
滞
」
に
触
れ

な
が
ら
、創
立
百
周
年
へ
の
檄
と
、

「
同
窓
会
館
用
地
取
得
に
関
す
る

経
過
・
見
通
し
」
を
語
る
と
共
に
、

十
年
間
の
会
長
と
し
て
の
「
魂
の

故
郷
屋
代
」
へ
強
い
思
い
を
披
瀝

さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
提
案
さ
れ
た
議
事
は

全
て
承
認
さ
れ
、
特
に
「
同
窓
会

館
用
地
取
得
」
に
つ
い
て
は
大
分

見
通
し
が
付
き
つ
つ
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
窓
会
へ

の
関
心
度
を
高
め
、
活
動
を
ス
ム

ー
ズ
に
す
る
た
め
、「
卒
業
後
の

定
期
学
年
会
」（
同
期
会
）
開
催

を
促
進
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。
最
後
に
支
部
長
歴
任
者
へ
の

感
謝
状
贈
呈
、
新
役
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
閉
会
と
な
っ
た
。
な
お
、

決
算
な
ど
に
つ
い
て
は
別
稿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
新
役
員
紹
介

会
　
　
長
　
赤
地
憲
一
（
高
17
）

副
　

会
　

長
　
栗
林
秀
夫
（
高
19
）

副
　

会
　

長
　
高
山
吉
富
（
高
19
）

副
　

会
　

長
　
吉
川
正
徳
（
高
22
）

副
　

会
　

長
　
柴
田
幸
一
（
高
26
）

副
　

会
　

長
　
柳
澤
修
嗣
（
高
28
）

副
　

会
　

長
　
大
西
禎
彦
（
高
36
）

副
　

会
　

長
（
事
務
局
兼
務
）

　
　
　
　
新
津
知
可
子
（
高
29
）

顧
　
　
問
　
塩
野
英
雄（
学
校
長
）

監
　

査
　

役
　
猿
渡
晴
久
（
高
39
）

監
　

査
　

役
　
和
田
英
幸
（
高
29
）

監
　

査
　

役
　
滝
澤
秀
治
（
高
32
）

名
誉
会
長
　
宮
﨑
和
順
（
高
３
）

顧
　
　
問
　
矢
島
忠
和
（
中
22
）

相
　

談
　

役
　
石
坂
信
也
（
高
11
）

相
　

談
　

役
　
徳
嵩
芳
夫
（
高
19
）

　
支
部
長
歴
任
者
へ

　
感
謝
状

　
総
会
席
上
、
二
十
五
年
度
で
退

任
さ
れ
た
各
支
部
長
に
、
同
窓
会

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
（
額
縁
）

が
贈
ら
れ
た
。
長
年
に
亘
り
支
部

を
ま
と
め
ら
れ
、
組
織
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
各
位
に
深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

屋
　
代
　
　

清
水
一
郎
（
高
８
）

稲
荷
山
　
　

金
井
太
慶
雄
（
高
10
）

東
　
条
　
　

柳
沢
　
順
（
高
11
）

中
　
津
　
　

伊
藤
克
巳
（
高
８
）

川
中
島
　
　

村
松
寿
男
（
高
12
）

倉
　
科
　
　

町
田
英
和
（
高
13
）

寺
　
尾
　
　

小
林
規
甫
（
高
７
）

塩
　
崎
　
　

宮
崎
利
幸
（
高
９
）

資
金
源
は
同
窓
会
員
の
千
円
の
年

会
費
で
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
員
は

母
校
に
在
学
中
に
は
、
そ
の
意
味

で
同
窓
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
そ
し
て
母
校
は
校
歌

に
あ
り
ま
す
よ
う
に「
魂
の
故
郷
」

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
「
自
助

の
精
神
」
を
発
揮
し
、
同
窓
会
の

母
校
へ
の
支
援
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
よ
う
年
会
費
千
円
を
納
め

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
赤
地
新
会
長
の
就
任
に
当
た
っ

て
、
特
に
「
自
助
の
精
神
」
を
発

揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
同
窓
生

に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
退
任
に
当
た
り
、
同
窓
会
と
し

て
の
最
重
要
課
題
（
年
会
費
の
納

入
）
を
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
退
任
に
当
た
り
、
十
年
と
い
う

長
き
に
亘
り
同
窓
会
各
位
の
多
大

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
特
に
、
そ
の
間
残
念
に
感
じ
て

来
た
こ
と
は
、
同
窓
会
の
年
会
費

滞
納
者
が
極
端
に
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
数
は
同
窓

生
の
お
よ
そ
四
分
の
三
に
達
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
母
校
へ
の

支
援
が
充
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。

　
県
下
の
多
く
の
高
校
は
「
地
域

の
子
弟
の
教
育
は
地
域
の
力
で
」

と
幾
つ
か
の
村
が
力
を
合
わ
せ
て

創
立
さ
れ
た
も
の
が
多
い
中
で
、

母
校
屋
代
高
校
は
県
立
中
学
校
と

し
て
創
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同

窓
会
が
母
校
の
発
展
を
願
っ
て
支

援
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
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厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
皆
様
に
は
益
々
ご
清

祥
の
段
、
心
よ
り
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で

卓
越
し
た
ご
手
腕
で
同
窓
会
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
宮
﨑
和
順
会
長

を
は
じ
め
、
六
名
の
副
会
長
、
事

務
局
皆
様
の
ご
勇
退
に
あ
た
り
、

心
よ
り
ご
慰
労
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
宮
﨑
会
長
は
、
会
員
各
位
の
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
創
立
九
十
周

年
事
業
と
記
念
式
典
を
成
功
裏
に

遂
行
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
事
業
で

は
、
同
窓
会
館
建
設
の
た
め
の
基

金
と
と
も
に
、
天
体
ド
ー
ム
の
修

理
に
一
三
〇
万
を
は
じ
め
、
現
役

生
徒
に
計
一
〇
〇
〇
万
円
の
寄
贈

等
、
学
校
を
中
心
に
さ
れ
た
事
業

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
敬

き
る
個
人
が
同
窓
会
と
無
縁
の
世

界
で
生
き
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、
生
涯
を
通
し
て
、
意
味
あ
る

他
者
と
し
て
、
文
化
的
社
会
的
資

本
や
、
信
頼
資
本
を
蓄
積
し
て
い

く
」
そ
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を「
親
睦
性
」

と
す
る
な
ら
ば
、
私
は
も
う
一
つ

の
同
窓
会
の
意
義
を
「
補
完
性
」

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
、

現
政
権
の
言
わ
れ
る
地
方
分
権
の

延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
、
少
子

化
時
代
を
迎
え
、
税
収
が
充
分
と

は
い
え
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
公

立
学
校
が
恒
常
的
に
発
展
し
維
持

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
両
面
で
学
校
を
支
援
し
て

い
く
役
目
を
負
っ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
意
味
で

も
、
会
員
皆
様
に
は
一
層
の
ご
支

援
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

○
　
　
　
○
　
　
　
○

　
母
校
で
は
、
先
の
長
野
県
大
会

に
お
い
て
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
（
女

子
）、
登
山
（
男
・
女
）、
そ
れ
に

ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
の
各
班
が
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
と
日
頃
熱
心

に
ご
指
導
い
た
だ
く
先
生
方
に

は
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
校
と
し
て
文
部
科
学
省

か
ら
指
定
を
受
け
て
い
る
こ
の
事
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ご
　
挨
　
拶

　

　
　
　
同
窓
会
長

　

　
　
　
　
　
赤
　
地
　
憲
　
一

　
退
任
の
ご
挨
拶

　
　

　
　
　
前
同
窓
会
長

　

　
　
　
　
　
宮
　
﨑
　
和
　
順

業
へ
の
中
間
評
価
が
こ
の
ほ
ど
発

表
に
な
り
、「
Ａ
ラ
ン
ク
」
と
い

う
最
高
の
評
価
を
い
た
だ
い
た

由
、
塩
野
校
長
先
生
か
ら
承
り
ま

し
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
企
画
評
価
外
部

有
識
者
会
議
が
そ
の
評
価
を
厳
し

く
し
て
い
る
昨
今
に
あ
っ
て
（
Ａ

〜
Ｄ
の
４
段
階
）、
こ
れ
ま
で
の

学
校
の
お
取
り
組
み
に
、
心
よ
り

敬
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
会
員
皆
様
の

ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
同
窓
会
に
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
会
長
紹
介

　
高
校
17
回
生
。
平
成
16
年
県
教
委
高

校
教
育
課
教
育
幹
か
ら
第
27
代
屋
代
高

校
長
。
長
野
県
高
野
連
会
長
等
歴
任
。

現
、
千
曲
市
教
育
委
員
長
。
松
本
歯
科

大
講
師
と
秀
明
大
教
授
を
兼
ね
る
。

科　　　　目

合　　　　計

繰　越　金

入　会　金

年　会　費

協　力　金

頒　布　品

雑　収　入

前年度より繰越金

＠6, 000×280人

活動支部3, 136人　遠隔地1, 307人

千曲鳩会

会員名簿・式典DVD

利子　コピー代　等

927, 135

1, 680, 000

4, 600, 000

100, 000

10, 000

865

7, 318, 000

予　算　額

927, 135

1, 680, 000

4, 447, 440

150, 000

12, 880

3, 715

7, 221, 170

決　算　額

0

0

△ 152, 560

50, 000

2, 880

2, 850

△ 96, 830

増　△　減 備　　　　考

(自Ｈ25. 4. 1～至Ｈ26. 3. 31)収入金額

支出金額

差引金額

7 , 2 2 1 , 1 7 0  円

6 , 7 9 7 , 3 2 5  円

4 2 3 , 8 4 5  円
(単位：円)収入の部

1

2

3

4

5

6

総　会　費

役 員 会 費

慶　弔　費

旅　　　費

通　信　費

消 耗 品 費

電算処理費

支部助成費

事　業　費

事 務 局 費

繰　出　金

手　数　料

雑　　　費

予　備　費

総会・懇親会

役員会

餞別金

支部会、東京鳩会への役員出席旅費

会報送料、電話料、はがき、切手代

用紙、事務用品

ソフト操作指導料

会費還元、祝儀等

会報印刷、大会出場補助、入卒記念品

事務費、人件費等

鳩の会へ

取扱手数料、振込み手数料

光熱費、写真代、お中元等

160, 000

30, 000

130, 000

450, 000

1, 200, 000

60, 000

10, 000

900, 000

1, 990, 000

1, 600, 000

300, 000

260, 000

100, 000

128, 000

7, 318, 000

175, 313

14, 300

157, 000

380, 060

1, 007, 273

20, 561

5, 000

821, 200

1, 591, 709

1, 552, 290

700, 000

253, 511

119, 108

0

6, 797, 325

15, 313

△ 15, 700

27, 000

△ 69, 940

△ 192, 727

△ 39, 439

△ 5, 000

△ 78, 800

△ 398, 291

△ 47, 710

400, 000

△ 6, 489

19, 108

△ 128, 000

△ 520, 675

科　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　△　減 備　　　　考

(単位：円)支出の部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

平成25年度屋代高等学校同窓会一般会計決算書

合　　　　計

(次年度繰越金)

科　　　　目

合　　　　計

繰　越　金

入　会　金

年　会　費

協　力　金

頒　布　品

雑　収　入

前年度より繰越金

6,000円×283人

活動支部3,200人、遠隔地1,400人

寄付金

名簿３点セット

利子

423, 845

1, 698, 000

4, 500, 000

100, 000

10, 000

1, 155

6, 733, 000

本年度予算額

927, 135

1, 680, 000

4, 600, 000

100, 000

10, 000

865

7, 318, 000

前年度予算額

△ 503, 290

18, 000

△ 100, 000

0

0

290

△ 585, 000

増　△　減 備　　　　考

(自Ｈ26. 4. 1～至Ｈ27. 3. 31)収入金額

支出金額

差引金額

6 , 7 3 3 , 0 0 0  円

6 , 7 3 3 , 0 0 0  円

0  円
(単位：円)収入の部

1

2

3

4

5

6

総　会　費

役 員 会 費

慶　弔　費

旅　　　費

通　信　費

消 耗 品 費

電算処理費

支部助成会費

事　業　費

事 務 局 費

繰　出　金

手　数　料

雑　　　費

予　備　費

資料作成費、懇親会費及び補助金

本部役員会、支部長会

香典、弔電、餞別

支部会、東京鳩会への役員出席旅費

会報送料、電話代、はがき、切手代

用紙、事務用品、トナー代

ソフト操作指導料

会費還元、祝儀等

会報印刷、大会出場、入卒記念品他

事務費、人件費等

鳩の会へ

年会費取扱手数料 ･振込手数料

光熱費、写真代他

170, 000

20, 000

120, 000

400, 000

1, 100, 000

35, 000

10, 000

850, 000

1, 700, 000

1, 600, 000

300, 000

265, 000

100, 000

63, 000

6, 733, 000

160, 000

30, 000

130, 000

450, 000

1, 200, 000

60, 000

10, 000

900, 000

1, 990, 000

1, 600, 000

300, 000

260, 000

100, 000

128, 000

7, 318, 000

10, 000

△ 10, 000

△ 10, 000

△ 50, 000

△ 100, 000

△ 25, 000

0

△ 50, 000

△ 290, 000

0

0

5, 000

0

△ 65, 000

△ 585, 000

科　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　△　減 備　　　　考

(単位：円)支出の部

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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平成26年度屋代高等学校同窓会一般会計予算書

合　　　　計

(次年度繰越金)

二十六年度　定期総会

新会長に赤地憲一氏就任

意
を
申
し
上

げ
ま
す
。

○
　
　
○

　
同
窓
会
の

意
義
に
つ
い

て
、
黄
順
姫

氏
は
『
同
窓

会
の
社
会
学
』

の
中
で
、「
現

代
社
会
を
生



平　成　26　年　８　月　１　日

　
高
校
第
六
十
六
回
の
卒
業
式
は
、

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
に
行
わ

れ
、
二
百
八
十
五
名
の
若
鳩
が
母

校
を
後
に
、
大
空
へ
飛
び
立
っ
て

行
っ
た
。

　
卒
業
式
に
お
い
て
宮
﨑
和
順
同

窓
会
長
は
、「
論
語
」（
為
政
）
の

一
節
「
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち

罔
し
。
思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち

殆
し
。」
を
引
用
し
つ
つ
、「
刻
々

と
変
化
す
る
国
際
情
勢
の
中
で
、

自
ら
追
究
す
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
未

来
を
切
り
開
け
」
と
い
う
言
葉
を

贈
っ
た
。
こ
れ
で
卒
業
生
の
総
数

は
二
万
三
千
七
百
余
名
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
六
年
度
の
入
学
式
は

四
月
五
日
に
挙
行
さ
れ
、
付
属
中

学
校
へ
の
入
学
生
八
十
名
、
高
等

学
校
へ
の
入
学
生
二
百
八
十
三
名

が
晴
れ
て
「
鳩
が
丘
」
の
一
員
と

な
っ
た
。

　
入
学
式
で
は
塩
野
英
雄
新
校
長

が
「《
未
見
の
我
》
を
探
す
学
び

の
旅
に
出
よ
う
」、「
コ
ラ
ボ
レ
ー

ト
す
る
力
を
つ
け
よ
う
」
と
い
う

歓
迎
と
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
宮
﨑
同
窓
会
長
か
ら
は
、

ユ
ネ
ス
コ
二
十
一
世
紀
教
育
国
際

委
員
会
委
員
長
ジ
ャ
ッ
ク
・
ド
ロ

ー
ル
氏
の
言
葉
が
紹
介
さ
れ
た
。

会
長
は
「
農
夫
と
子
ど
も
た
ち
」
と

い
う
寓
話
を
踏
ま
え
て
、
ひ
た
む

き
に
耕
し
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
「
学

習
」（L

earning

）
な
の
で
あ
り
、

《
質
実
剛
健
》《
文
武
両
道
》
の
校
是

の
下
、「
し
っ
か
り
学
べ
！
」
と
い
う

激
励
で
最
後
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
先
輩
た
ち

に
続
け
、
と
励
む
雛
鳩
・
若
鳩
た

ち
の
、
中
学
・
高
校
生
活
が
充
実

し
た
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
り
た

い
。

ス
ト
」
に
お
い
て
高
校
生
が
全
国

最
優
秀
賞
、「
知
の
甲
子
園
」
に

お
い
て
中
学
生
チ
ー
ム
が
全
国
二

位
、
高
校
生
チ
ー
ム
が
全
国
八
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

活
動
に
お
い
て
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

班
女
子
、
山
岳
班
男
女
、
ギ
タ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン
班
が
全
国
大
会
出
場

等
、
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。
学

習
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
そ
し
て
生
徒

会
活
動
い
ず
れ
に
も
手
を
抜
か
ず

に
精
一
杯
取
り
組
む
姿
は
清
々
し

さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
様
々
な
成

果
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　
実
直
に
勉
学
に
励
む
生
徒
た
ち

が
有
為
な
る
青
年
と
し
て
母
校
を

巣
立
っ
て
い
け
る
よ
う
、
最
大
限

の
努
力
を
今
後
と
も
注
い
で
い
く

所
存
で
す
。
屋
代
高
校
が
、
二
十
一

世
紀
を
切
り
拓
く
骨
太
で
野
性
味

の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
屋
代

高
校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展
を

祈
念
し
て
筆
を
お
き
ま
す
。

母 校 現 況　 後 輩 の 活 躍

第　61　号　(2)

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て

ご
理
解
と
ご
支
援
を
た
ま
わ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
た
び
の

役
員
改
選
で
同
窓
会
長
に
な
ら
れ

ま
し
た
赤
地
憲
一
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
宮
﨑
和
順
前
同

窓
会
長
様
に
は
長
年
に
わ
た
る
会

長
と
し
て
の
ご
労
苦
に
深
甚
な
る

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
名

誉
会
長
と
し
て
末
永
く
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
今
年
度

よ
り
学
校
長
を
務
め
ま
す
塩
野
英

雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高
橋
康
人
前

校
長
の
後
を
引
き
継
い
だ
わ
け
で

す
が
、
創
立
九
十
一
年
目
を
迎
え

る
伝
統
あ
る
本
校
に
着
任
で
き
ま

し
た
喜
び
と
と
も
に
責
任
の
重
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
二
十
四
年
度
に
開

校
し
た
附
属
中
学
校
も
本
年
度
を

以
て
一
貫
生
が
中
学
三
年
生
ま
で

揃
い
ま
し
た
。
四
月
に
、
普
通
科

二
八
三
名
、
理
数
科
四
〇
名
、
一

貫
生
八
〇
名
の
入
学
を
許
可
し
、

全
校
で
一
〇
〇
〇
名
を
超
え
る
学

校
に
な
り
ま
し
た
。「
普
通
科
」

「
理
数
科
」
に
「
中
高
一
貫
」
が

加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
と
強

み
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
完
成

期
・
充
実
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
に
初
め
て
指
定
さ

れ
た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
の

研
究
指
定
も
第
三
期
目
を
迎
え
、

高
大
連
携
、
課
題
研
究
、
一
人
一

研
究
、
希
望
者
に
よ
る
米
国
研
修

等
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、
昨
年
度
文
部
科
学
省
よ
り
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先

日
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

か
れ
、「
英
語
と
科
学
」
と
い
う
題

で
名
古
屋
大
学
の
篠
原
久
典
先
生

に
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
っ
て
米
国
研
修
に
参

加
し
た
生
徒
が
研
修
成
果
を
英
語

で
発
表
す
る
な
ど
、
科
学
と
英
語

の
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
教
育
活

動
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
よ
り
ご
支
援
い
た
だ
い
て

い
る
「
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
等
を

含
め
、
生
徒
一
人
一
人
が
将
来
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
と
い
う

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
根
本
を
大
切
に

し
た
き
め
細
か
な
指
導
が
、
生
き

生
き
と
し
た
生
徒
の
育
ち
に
繋
が

っ
て
い
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　「
質
実
剛
健
」「
文
武
両
道
」
の

校
是
の
も
と
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
明
る
く

溌
剌
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。
学
習
活
動
の
延
長
と
し
て

挑
戦
し
て
い
る
各
種
コ
ン
ク
ー

ル
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
全

国
レ
ベ
ル
の
活
躍
を
見
せ
、
最
近

で
は
「
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ

名
古
屋
一
名
・
信
大
医
学
部
一
名

と
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
信
大
や
金
沢
な

ど
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
私
立

は
セ
ン
タ
ー
利
用
で
合
格
者
数
を

増
や
し
、
全
体
で
昨
年
よ
り
九
〇

名
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
進
学
し
た
生
徒
は
七
六
名

で
し
た
。

　
来
年
度
は
新
課
程
入
試
初
年
度

に
な
り
ま
す
が
、「
文
低
理
高
」「
資

格
志
向
」
は
継
続
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
殆
ど
が
セ
ン
タ
ー
試

験
を
受
験
し
、
国
公
立
を
目
指
す

生
徒
の
多
い
屋
代
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
授
業
以
外
に
、
補
習
・
模
試
・

土
曜
立
志
館
・
夏
学
習
合
宿
・
特

編
授
業
・
個
人
添
削
指
導
・
面
接

指
導
等
で
受
験
対
策
も
い
よ
い
よ

本
格
的
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
生

徒
に
は
初
め
て
の
大
学
受
験
を
通

し
て
、
自
己
実
現
を
目
指
し
人
間

的
に
も
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　
旧
課
程
最
後
と
な
っ
た
二
〇
一

四
年
度
入
試
。
昨
年
難
化
し
た
セ

ン
タ
ー
試
験
は
主
に
理
系
生
が
受

験
す
る
科
目
を
中
心
に
平
均
点
が

上
昇
し
、
文
理
で
明
暗
が
分
か
れ

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
国

語
九
八
・
七
点
（
源
氏
シ
ョ
ッ
ク
）

と
地
学
五
〇
・
二
点
は
過
去
最
低

の
平
均
点
で
し
た
が
、
全
国
平
均

点
（
九
〇
〇
点
満
点
）
は
文
系
で

五
三
四
点
（
＋
四
）、理
系
で
五
六

六
点
（
＋
一
六
）
と
文
理
共
に
ア

ッ
プ
し
ま
し
た
。
文
系
と
理
系
の

差
が
三
〇
点
以
上
開
い
た
の
は
、

二
〇
〇
四
年
以
来
の
こ
と
で
す
。

　
本
校
生
は
九
九
％
が
セ
ン
タ
ー

試
験
を
受
験
し
、
後
期
ま
で
諦
め

ず
に
粘
っ
て
国
公
立
合
格
一
一
九

名
（
県
内
三
位
）
と
健
闘
し
ま
し

た
。
内
訳
は
東
北
・
名
古
屋
・
奈

良
女
子
三
名
、
東
京
外
国
語
・
筑

波
・
大
阪
二
名
、
北
海
道
・
東
京

工
業
・
京
都
一
名
、
浪
人
生
は
東

北
二
名
、
北
海
道
・
東
京
工
業
・
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学
校
長

　

　
　
　
　
　
塩
　
野
　
英
　
雄

　

今
年
度
入
試
結
果
と
今
後
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
主
任
　
本
郷
　
由
美

班　名

運動班関係の成績

サッカー
ハンド
ボール

柔　道

陸　上

水　泳
バスケット
ボール
バレー
ボール

剣　道

山　岳

バドミ
ントン

卓　球

テニス

ソフト
テニス

弓　道

空手道

男子
女子

男子

女子

男子
女子
男子
女子

男子

女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子
女子
男子

女子

男子

女子

ベスト８
３位
２位

団体１位

３位
ベスト８
１回戦
１回戦

団体２位

団体３位

２回戦
２回戦
７位
５位
団体ベスト８
団体４位

１回戦

３位

団体型・組手
１位

個人
60Kg級 瀬戸　研祐 ３位
66Kg級 田野口虎大 ２位
66Kg級 深宮　雄飛 ４位
73Kg級 菊池　　凌 １位
73Kg級 山本　　樹 ３位
81Kg級 長瀬　涼介 ３位
個人
52Kg級 春原菜々子２位
男子４×100ｍR２位
男子４×400ｍ５位
男子100ｍ 室賀元春 ７位
男子200ｍ 田中　悠 ６位
女子200ｍ 大塚七海子８位
100ｍ自由形 小出健士朗１位

個人
宮下　達朗 ２位
青木　友哉 ３位

個人
宮島　百香 ２位
西村友梨香 ４位
個人型
１位 市ノ瀬弘祐
２位 西森　　将
３位 長山　　慧
個人
型・組手１位 宮澤　優華

北信越大会・全国高校総体出場
北信越個人戦出場

66Kg級 田野口虎大

73Kg級 菊池　　凌

81Kg級 長瀬　涼介
北信越個人戦出場
52kg級 春原菜々子 ２位

小出健士朗北信越大会出場

団体個人北信越大会出場

北信越大会・全国高校総体出場
北信越大会・全国高校総体出場

北信越大会出場

北　信　大　会

１回戦敗退
４位
優勝

団体
ベスト８

県大会出場

ベスト１６
１回戦

団体２位

団体４位
１位
１位

県大会出場

県大会出場

組手２位

個人

66Kg級 田野口虎大３位

73Kg級 菊池　　凌３位

81Kg級 長瀬　涼介ベスト８
個人
52Kg級 春原菜々子３位

100ｍ自由形 小出健士朗３位

個人
宮本　達也 ベスト８
宮下　達朗 ベスト16
青木　友哉 ベスト16

県　大　会 備　　　考

4. 短期大学合格者数

5. 専門学校・大学校等合格者数

3. 私立大学合格者数

2. 国公立大学合格者数
国　　　立 浪人 合計現役 公　　　立 浪人 合計現役

私　　　立 浪人 合計現役 私　　　立 浪人 合計現役 私　　　立 浪人 合計現役

短　　　大 浪人 合計現役

専門学校など 浪人 合計現役

1. 平成26年度入試　合格者数

2014年度入学試験　(平成26年度）進路状況

94
25
321
29
7

476

47
6

210
7
4

274

141
31
531
36
11
750

北海道
弘前
東北
秋田
山形
茨城
筑波
群馬
埼玉
千葉
電気通信
東京外国語
東京学芸
東京工業
東京農工
横浜国立
新潟
上越教育
富山
金沢
山梨
信州
静岡
愛知教育
名古屋
三重
京都
大阪
奈良女子
和歌山
島根
　　国立計

高崎経済
群馬県立女子
埼玉県立
山形県立米沢栄養
千葉県立保健医療
首都大学東京
横浜市立
新潟県立
新潟県立看護
福井県立
都留文科
長野県看護
静岡県立
名古屋市立
　　公立計
　国公立総計

1

3
1
2
3
2
2
4
3
1
2

1

2
6
1
4
9
1
31
3
1
3
1
1
2
3

1
94

1
1
2

1

2

4

1
1
1
1
3
2
2
7
1
13
1

1
1

1

47

2
1
5
1
3
3
4
2
4
7
1
2
1
2
1
3
9
3
6
16
2
44
4
1
4
2
1
2
3
1
1

141

6
1
2
1

1
2
1
1
2
2
4
1
1
25
119

1
1
1

2
1

6
53

6
1
2
1
1
2
3
1
1
4
3
4
1
1
31
172

千葉科学
東京医療保健
亜細亜
青山学院
大妻女子
桜美林
北里
共立女子
杏林
慶應義塾
工学院
國學院
国士舘
駒澤
実践女子
芝浦工業
順天堂
上智
昭和女子
昭和薬科
女子栄養
成蹊
成城
清泉女子
専修
創価
大東文化
拓殖
玉川
中央
津田塾
帝京
東海
東京医科
東京家政
東京経済
東京女子
東京電機
東京農業
東京薬科
東京理科
東邦
東洋

3

1
3
5
1
3
4
3
3

4
2
8
3
10
1

1
1
1
2

1
8
1
2
3
6
4
2
4
6

4
2
4
1
2
1
10
1
15

2

1

8
2
3
1
5
1

1
2
15
1
1

3
2

3

1
1

8
1
3
5
2

1

2
5

11
4
8

3
2
1
3
6
1
11
6
6
4
5
5
2
9
5
25
2
1
1
1
1
5
2
1
11
1
3
4
6
12
3
7
11
2
4
3
4
3
7
1
21
5
23

3. 私立大学合格者数
私　　　立 浪人 合計現役

東北薬科
つくば国際
いわき明星
国際医療福祉
群馬パース
東京福祉
高崎健康福祉
跡見学園女子
城西
獨協
日本工業
文教
神田外語
淑徳
千葉工業

1
1

8

1
4
1

5
4
10
1
1
1

1

1

2

1
2

7

1
1
1
8
1
1
6
1
1
7
4
17
1
1
1

5

5
1
4
1
3
1
3
7
5
3

8
2
5

9
2
2
1
1
2
6

2
3
2
3
2
1
1
1
1
1

1
3
1
3

3

7
1
2

10

2

4
5
8

1
4

3
2
1
4

1
1

2

1

2

1
1

1
2
1

1

12
1
7
1
14
1
5
1
7
12
13
3
1
12
2
8
2
10
6
2
1
1
2
7
1
2
5
2
4
2
1
1
3
1
2
1
1
3
2
5
1
3
1

京都造形芸術
京都橘
京都文教
同志社
同志社女子
佛教
立命館
龍谷
大阪芸術
関西
近畿
関西学院
吉備国際
　　私　立　計

1

5
1
2
23
7
1

1
1
1

321

1
1
1
2

15
2

2
1

210

2
1
1
7
1
2
38
9
1
2
2
1
1

531

防衛大学校
国立看護大学校
長野赤十字看護
長野看護
松本看護
諏訪赤十字看護
日本大学医学部附属看護
　専門学校など計

2
1
1
2
1
7

2
1
1

4

2
1
3
1
1
2
1
11

長野県短大
静岡県立短大部
三重短大
青山学院女子短大
駒沢女子短大
東京家政大短大
清泉女学院短大
長野女子短大
松本短大
飯田女子短大
名古屋女子大短大
　　短　大　計

19
1
1
1
1
2
2
1

1
29

4

1

1
1

7

23
1
1
1
1
2
3
1
1
1
1
36

日本
日本社会事業
日本女子
日本女子体育
法政
武蔵
東京都市
武蔵野美術
武蔵野
明治
明治学院
明星
目白
立教
立正
早稲田
麻布
神奈川工科
神奈川
関東学院
相模女子
東洋英和女学院
フェリス女学院
新潟医療福祉
長岡造形
新潟工科
金沢工業
福井工業
佐久
松本
諏訪東京理科
長野
岐阜聖徳学園
岐阜医療科学
日本赤十字豊田
愛知医科
椙山女学園
中京
名古屋外国語
藤田保健衛生
南山
日本福祉
京都外国語

浪　人 合　計現　役

国 立 計
公 立 計
私 立 計
短 大 計

専門学校など計
合  計

二
十
五
年
度
卒
業
式
　

二
十
六
年
度
入
学
式



(3)　第　61　号 平　成　26　年　８　月　１　日会　　　報　　　　　　　　 鳩

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
三
月
九
日
（
日
）

　
場
所

：

森
「
な
か
む
ら
」

　
参
加

：

二
十
名

　
支
部
総
会
に
併
せ
屋
代
高
校
野

球
部
監
督
に
就
任
し
た
当
支
部
の

会
員
で
も
あ
る
笠
井
浩
氏
（
高

35
）の
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
の
矢
島
副
会
長
・
横
川
事
務

局
長
か
ら
九
十
周
年
事
業
に
対
す

る
御
礼
の
言
葉
に
続
き
、
笠
井
浩

監
督
か
ら
は
「
野
球
部
員
の
夢
が

叶
え
ら
れ
る
よ
う
精
一
杯
努
力
す

る
」
と
の
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
笠
井
監
督
の
デ
ビ
ュ
ー

戦
と
な
っ
た
春
の
県
大
会
の
様
子

が
写
真
で
紹
介
さ
れ
る
な
ど
応
援

は
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
人
員
で
あ
っ

た
が
赤
地
同
窓
会
長
の
ご
臨
席
を

賜
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
議
題

の
最
後
に
上
山
田
支
部
役
員
の
若

返
り
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
私

も
今
年
の
五
月
で
前
期
高
齢
者
と

な
る
六
十
五
才
と
な
り
、
決
し
て

若
く
な
い
が
宮
本
順
一
支
部
長
の

後
を
継
ぎ
、
新
支
部
長
と
な
り
ま

し
た
。

　
支
部
の
会
員
数
は
二
三
六
名
で

あ
る
が
若
者
の
参
加
者
は
少
な

い
。
そ
こ
で
理
事
の
皆
さ
ん
の
若

返
り
も
図
り
活
気
あ
る
上
山
田
支

部
を
作
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
―
90
回
目
の
節
目
を
通
過
―

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
五
月
二
十
八
日
（
水
）

　
場
所

：

千
曲
高
原
ゴ
ル
フ
場

　
優
勝

：

金
井
啓
二
（
高
９
）

　
　
　
　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス

：

77

　
　
　
　
米
沢
輝
夫
（
高
15
）

※
お
知
ら
せ

　
来
年
度
中
に
一
〇
〇
回
目
の
記

念
コ
ン
ペ
計
画
中
。会
員
募
集
中
。

連
絡
先

：

千
曲
高
原
ゴ
ル
フ
場

　
千
曲
鳩
会
事
務
局
武
井
ま
で

　
℡
０
２
６
（
２
７
２
）
２
４
９
０

ム
ー
ド
も
盛
り
上
が
り
、
支
部
を

挙
げ
て
母
校
野
球
部
の
応
援
に
あ

た
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。
当
日

の
様
子
は
「
鳩
会
森
支
部
通
信
」

に
ま
と
め
ら
れ
、
会
員
七
十
四
名

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
六
月
二
十
二
日
（
日
）

　
場
所

：

上
山
田
温
泉

　
　
　
　
ホ
テ
ル
プ
ラ
ト
ン

　
梅
雨
の
中
休
み
で
あ
っ
た
六
月

二
十
二
日
、
鳩
会
上
山
田
支
部
の

定
期
総
会
が
上
山
田
温
泉
の
ホ
テ

ル
プ
ラ
ト
ン
で
行
わ
れ
、
参
加
者

　
本
会
か
ら
赤
地
会
長
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
創
立
九
十
周
年
記

念
式
典
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
い

た
後
、
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
支

部
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
に
続

い
て
会
則
の
一
部
改
訂
が
承
認
さ

れ
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
普
段
な
か
な
か
会
う
こ
と
の

な
い
同
窓
の
仲
間
た
ち
と
懐
か
し

い
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
時
の

経
つ
の
を
忘
れ
る
程
で
し
た
。
最

後
は
同
窓
会
の
発
展
を
願
っ
て
一

締
め
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
六
月
二
十
一
日
（
土
）

　
場
所

：

篠
ノ
井
サ
ト
ウ
会
館

　
参
加

：

十
二
名

　
同
窓
会
本
会
か
ら
赤
地
会
長
、

事
務
局
担
当
新
津
さ
ん
、
そ
し
て

望
月
長
野
市
会
議
員
を
迎
え
開
催
。

本
部
か
ら
創
立
九
十
周
年
記
念
事

業
報
告
、
同
窓
会
館
建
設
な
ど
の

事
業
の
詳
細
を
承
り
ま
し
た
。
そ

の
後
支
部
決
算
・
事
業
報
告
と
続

き
、
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
本
部
の
方
々
も

交
え
、華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
、

恩
師
や
同
級
生
の
話
題
に
花
が
咲

き
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
語
ら
い

を
深
め
、
会
員
相
互
の
交
流
と
親

睦
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

　
二
月
県
会
開
会
日
に
、
宮
﨑
同

窓
会
長
は
じ
め
同
窓
会
役
員
の
皆

さ
ん
、
県
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
を

来
賓
と
し
て
平
成
二
十
五
年
度
の

総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
県
庁
鳩
会
は
、
会
則
に
よ

る
と
昭
和
二
十
六
年
に
発
足
し
、

以
来
六
十
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
、
現
在
、
県
庁
内
の
知
事
部
局

八
十
七
、
各
局
十
九
、
県
警
本
部

三
十
一
、
計
百
三
十
七
人
の
会
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
「
魂
の

故
郷
」
に
思
い
を
馳
せ
活
躍
し
て

お
り
、
懇
親
会
で
は
学
年
、
年
齢

　
期
日

：

平
成
二
十
五
年

　
　
　
　
十
一
月
八
日
（
金
）

　
場
所

：

ホ
テ
ル
清
風
園

　
参
加

：

二
十
七
名

　
高
校
を
卒
業
し
て
四
十
九
年
、

九
十
周
年
の
記
念
式
典
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
そ
の
前
日
同
期
の
仲

間
が
戸
倉
上
山
田
温
泉
ホ
テ
ル
清

風
園
に
集
ま
り
旧
交
を
温
め
た
。

都
合
で
泊
ま
ら
ぬ
者
も
い
た
が
、

翌
日
は
九
十
周
年
記
念
式
典
に
出

席
し
、再
会
を
約
し
て
解
散
し
た
。

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
二
月
二
十
二
日
（
土
）

　
場
所

：

八
重
洲
富
士
屋
ホ
テ
ル

　
参
加

：

八
十
五
名

　（
中
学
18
回
中
條
高
徳
氏
以
降
）

　
今
年
の
総
会
は
久
し
ぶ
り
に
土

曜
日
の
日
中
に
、
本
会
か
ら
宮
﨑

会
長
、
高
橋
学
校
長
、
赤
地
副
会

長
、
横
川
事
務
局
長
を
迎
え
て
開

催
。
河
口
幹
事
長
の
司
会
、
仁
科

幹
事
の
音
頭
で
校
歌
斉
唱
。
創
立

記
念
事
業
へ
の
お
礼
と
中
高
一
貫

の
現
状
・
生
徒
の
将
来
性
等
が
報

告
さ
れ
た
。
懇
親
会
は
岡
田
幹
事

等
各
幹
事
の
進
行
及
び
渡
邊
優
氏

（
高
57
）
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
竹

内
さ
や
氏
（
高
57
）
の
ピ
ア
ノ
演

奏
を
鑑
賞
し
た
。
抽
選
会
で
は
信

州
の
銘
酒
「
千
曲
川
」
を
は
じ
め
、

松
林
モ
ト
キ
氏
（
高
19
）
よ
り
相

撲
の
絵
番
付
け
、
村
田
俊
明
氏

（
高
20
）
よ
り
著
書
が
出
席
者
に

贈
呈
さ
れ
た
。
次
年
度
の
総
会
の

新
企
画
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
四
月
二
十
七
日
（
日
）

　
場
所

：

稲
荷
山
温
泉
　
杏
泉
閣

　
参
加

：

十
五
名

　
本
会
か
ら
宮
﨑
会
長
、
横
川
事

務
局
長
を
迎
え
て
、
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。
二
十
五
年
度
の
活

動
報
告
、
会
計
報
告
等
が
承
認
さ

れ
た
後
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

宮
崎
利
幸
前
支
部
長
の
後
任
と
し

て
柳
原
義
正
新
支
部
長
が
選
任
さ

れ
た
。
総
会
出
席
者
が
、
会
員
の

一
割
と
い
う
低
調
さ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
出
席
者
の
倍
増
を
図
る
こ

と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ

た
。
総
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
、
最
後
は
校
歌
の

大
合
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
五
月
二
十
四
日
（
土
）

　
場
所

：

稲
荷
山
温
泉
　
杏
泉
閣

　
参
加

：

十
七
名

　
本
会
よ
り
新
副
会
長
の
吉
川
様

を
迎
え
開
催
。
九
十
周
年
記
念
式

典
報
告
、
本
会
定
期
総
会
の
報
告

を
行
い
、
各
議
案
の
承
認
も
さ
れ

た
中
、
会
員
減
少
に
対
す
る
会
員

確
保
対
策
の
活
発
な
意
見
交
換
が

あ
り
、
本
会
へ
の
対
策
要
請
等
意

義
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
母
校

の
発
展
を
祈
り
つ
つ
、
校
歌
、
応

援
歌
を
声
高
ら
か
に
合
唱
し
散
会

し
ま
し
た
。

〔
昨
年
の
記
事
に
追
記

　

副
支
部
長
　
下
崎
洋
一（
高
13
）〕

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
四
月
二
十
四
日
（
木
）

　
場
所

：

篠
ノ
井
ゴ
ル
フ
パ
ー
ク

　
　
　
　
Ｗ
Ｅ

：

Ｇ
Ｏ

　
参
加

：

十
三
名

　
優
勝

：

寺
沢
欣
哉
　
グ
ロ
ス
80

　
期
日

：
平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
六
月
十
四
日
（
土
）

　
場
所

：

名
月
荘

　
参
加

：

十
二
名

　
本
会
よ
り
赤
地
会
長
様
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
総
勢
十
二
名
で
開

催
致
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
小
林

重
之
支
部
長
さ
ん
を
中
心
に
親
睦

を
深
め
な
が
ら
、
活
動
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後

の
親
睦
会
で
は
高
校
時
代
の
話
に

花
が
咲
き
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　
　

報
告
　
田
中
幸
夫
（
高
42
）

　
東
福
寺
支
部
総
会
は
四
月
十
九

日（
土
）、本
部
よ
り
北
島
副
会
長
、

横
川
事
務
局
長
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
桜
の
満
開
の
会
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。
本
部
か
ら
は
、
九
十
周

年
事
業
報
告
、
現
況
報
告
等
数
々

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

の
話
し
合
い
で
は
、
一
人
で
も
多

く
こ
う
し
た
支
部
総
会
に
出
席
し

て
も
ら
い
、
会
費
を
出
し
て
ほ
し

い
も
の
だ
、
と
い
う
意
見
が
出
ま

し
た
。
最
後
は
母
校
の
益
々
の
発

展
を
祈
っ
て
、
福
島
さ
ん
の
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
演
奏
で
校
歌
を
合
唱

し
、楽
し
い
総
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
五
月
三
十
一
日
（
土
）

　
場
所

：

埴
生
公
民
館

　
参
加

：

十
二
名

　

県
庁
鳩
会

会
長
　
豊
田
雄
三
（
高
27
）

　

十
六
回
同
期
会

　
小
林
　
武
（
高
16
）

　

東
福
寺
支
部

支
部
長
　
宮
尾
保
雄
（
高
７
）

第31回東京鳩会

16 回 同 期 会

東 福 寺 支 部

塩　崎　支　部

稲 荷 山 支 部

16 回ゴルフコンペ

川　柳　支　部

戸　倉　支　部

　

第
三
十
一
回
東
京
鳩
会

支
部
長
　
柿
﨑
正
義
（
高
９
）

　

塩
崎
支
部

支
部
長
　
柳
原
義
正
（
高
11
）

　

稲
荷
山
支
部

支
部
長
　
山
﨑
敏
男
（
高
９
）

　

埴
生
支
部

支
部
長
　
宮
坂
仁
三
（
高
16
）

　

戸
倉
支
部

支
部
長
　
小
林
重
之（
中
18
︱

４
）

　「
千
曲
鳩
会
」
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

会
長
　
野
沢
純
四
郎
（
高
９
）

　

第
55
回
屋
代
同
窓
会
コ
ン
ペ

　

川
柳
支
部

支
部
長
　
柳
沢
一
郎
（
高
10
）

　

十
六
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

同
期
会
・
支
部
総
会

　
期
日

：

平
成
二
十
六
年

　
　
　
　
五
月
十
九
日
（
月
）

　
場
所

：

南
長
野
Ｇ
Ｃ

　
参
加

：

二
十
三
名

　
優
勝
　
竹
内
　
保
（
高
11
）

　
　
　
　
グ
ロ
ス
　
99

　
　
　
　
ネ
ツ
ト
　
71
・
４

※
お
知
ら
せ

　
次
回
（
第
56
回
）
は
、

　
十
月
十
四
日
（
火
）
の
予
定
。

　
場
所

：

南
長
野
Ｇ
Ｃ

　
℡
０
２
６
（
２
６
６
）
２
０
０
０

　
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
超
え
て
屋
高
健
児
の
絆
を
確
認

し
、
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
今

後
も
良
き
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ
の

会
に
参
加
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

森
支
部

支
部
長
　
吉
川
正
徳
（
高
22
）

森　支　部

　

上
山
田
支
部

支
部
長
　
田
嶋
義
道
（
高
20
）
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次
の
方
が
二
〇
一
四
年
春
、
受

章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

瑞
宝
中
綬
章

　
堀
田
明
男
氏
（
高
７
）

　
静
岡
大
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
川
中
島
町
出
身

瑞
宝
双
光
章

　
中
条
公
夫
氏
（
高
２
）

　
元
小
学
校
長
　
千
曲
市
森
出
身

　
会
報
「
鳩
」
第
五
十
九
号
（
平

成
二
十
五
年
八
月
一
日
号
）
の
記

事
が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
関
係
各
位
に
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
支
部
総
会
便
り
欄
の
稲
荷
山
支

部
の
記
事
を
次
の
よ
う
に
ご
訂
正

願
い
ま
す
。

【
誤
】

　

支
部
長
　
金
井
太
慶
（
高
12
）

【
正
】　
　
　
　
←

　
　
　
　
　

金
井
太
慶
雄
（
高
10
）

　
副
支
部
長
に
、
下
崎
洋
一
さ
ん

（
高
13
）
が
落
ち
て
お
り
ま
し
た
。

転 出 者・退 職 者

転出先　等教科氏　名

国語
国語
国語

地公

地公
数学

理科
理科
理科
理科
理科
体育
英語
英語

英語
技術
家庭

職　名
学校長
教　頭
教　諭
教　諭
教　諭

教　諭

教　諭
教　諭

教　諭
教　諭
常　勤
常　勤
実習教諭
非常勤
教　諭
教　諭

非常勤
非常勤
非常勤
事務長
主　幹
主　査
主　査

ＳＳＨ

高橋　康人
井村　敏明
宮本　春美
松林　　徹
高野　修一

市川　　格

松本　祐子
滝沢　順造

北島　匡晃
武井　　統
井澤　貴志
金井　知行
松田　明美
石川　岳人
上田　　孝
塚田　卓史

河面美智子
橋詰　辰男
長谷川美子
西川　栄一
田中　和彦
長崎あづ美
石坂　秀樹

大澤奈緒子

退　　　職
高校教育課管理係
長　野　西
退　　　職
福井県立高志

長野商業
長野吉田

屋代　教頭
屋代再任用Ｓ
新採　田川
新採　小海
長　野　西
屋代常勤講師
飯　　　山
屋代高校附属中

退　　　職
退　　　職
退　　　職
長野養護学校
長　野　西
長野技術専門校
長野建設事務所

退　　　職

転　入　者

前　任　校教科氏　　名

国語
国語
国語
地公
地公

数学
数・技
数学
理科
理科
理科
理科
理科
体育
英語
英語
英語
英語

家庭

職　名
学校長
教　頭
教　諭
教　諭
教　諭
教　諭
教　諭

教　諭
教　諭
非常勤
教　諭
教　諭
教　諭
教　諭
実習教諭
常勤講師
教　諭
教　諭
教　諭
非常勤

非常勤
事務長
主　任
主　査
主事（臨任）
職　員
ＳＳＨ

塩野　英雄
北島　匡晃
吉沢　道夫
浅沼　志穂
石原　英樹
三井　克己
宮坂　正樹

蟻川　修史
田所　慎也
植松　武昭
堀内　栄子
福島　哲夫
武井　　統
小松　　猛
清水　加奈
石川　岳人
塩川佳良子
塚田　卓史
池田実千代
向山　智子

西村　美里
大内　　宏
青木　実花
鴻巣　博子
宮下　幸子
松本　絢子
中澤　亜伊

高校教育課管理係
屋　　　代
長 野 吉 田
諏 訪 二 葉
上田市立菅平中
上田染谷丘
上田染谷丘

中野立志館
須坂市立常磐中
長 野 吉 田
飯　山　北
篠　ノ　井
屋　代　再任用ｆ
塩尻市立丘中
木 曽 青 峰
屋代非常勤講師
須　坂　東
屋　　　代
信濃町立信濃中
須　　　坂

長野西　須坂園芸
松本県ヶ丘
県立長野図書館
上 田 千 曲
篠ノ井西小

県総合教育センター
教職教育部

内部での異動25年度末　人事異動（屋代高等学校・附属中学校)（敬称略）

春
の
叙
勲
受
章
者

　
訂
　
正

　
次
の
方
々
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま

し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上

げ
ま
す
。（
事
務
局
へ
連
絡
や
通

知
の
あ
っ
た
方
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。）
同
期
、
支
部
、
ご
家
族

か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

亡
く
な
ら
れ
た
方
々

・
北
島
昭
男
（
中
18
―
５
）

　
　
　
　
平
成
18
年
７
月
６
日

・
宮
沢
正
之
（
高
６
）

　
　
　
　
平
成
19
年
２
月
３
日

・
柳
沢
茂
清
（
中
20
）

　
　
　
　
平
成
19
年
６
月
８
日

・
池
田
利
雄
（
高
４
）

　
　
　
　
平
成
19
年
９
月
18
日

・
塚
田
正
夫
（
中
15
）

　
　
　
　
平
成
23
年
６
月
２
日

・
高
野
恒
雄
（
高
５
）

　
　
　
　
平
成
25
年
７
月
４
日

・
里
見
　
潔
（
高
17
）

　
　
　
　
平
成
25
年
７
月
30
日

・
中
曽
根
恒
夫
（
併
中
２
）

　
　
　
　
平
成
25
年
10
月
23
日

・
志
村
利
雄
（
中
19
）

　
　
　
　
平
成
25
年
10
月
28
日

・
中
村
昭
一
（
中
18
―
４
）

　
　
　
　
平
成
25
年
10
月
31
日

・
中
島
邦
夫
（
中
21
）

　
　
　
　
平
成
25
年
11
月
３
日

・
西
村
文
和
（
高
５
）

　
　
　
　
平
成
25
年
11
月
13
日

・
飛
田
　
薫
（
高
５
）

　
　
　
　
平
成
25
年
11
月
21
日

・
山
岸
武
士
（
中
14
）

　
　
　
　
平
成
25
年
11
月
25
日

・
水
野
英
二
（
高
２
）

　
　
　
　
平
成
25
年
11
月
26
日

・
渡
辺
茂
幸
（
高
18
）

　
　
　
　
平
成
25
年
12
月
６
日

・
新
村
貞
利
（
高
３
）

　
　
　
　
平
成
25
年
12
月
８
日

・
西
村
利
広
（
高
19
）

　
　
　
　
平
成
25
年
12
月
14
日

・
穂
苅
泰
明
（
高
17
）

　
　
　
　
平
成
25
年
12
月
31
日

・
多
田
　
登
（
高
５
）

　
　
　
　
平
成
26
年
２
月
７
日

・
小
林
貞
男
（
高
４
）

　
　
　
　
平
成
26
年
２
月
19
日

・
町
井
　
宏
（
高
13
）

　
　
　
　
平
成
26
年
２
月
27
日

・
西
沢
照
夫
（
中
18
―
４
）

　
　
　
　
平
成
26
年
３
月
３
日

・
堰
免
久
夫
（
高
18
）

　
　
　
　
平
成
26
年
３
月
９
日

・
田
沢
佑
一
（
高
18
）

　
　
　
　
平
成
26
年
４
月
10
日

・
中
条
公
夫
（
高
２
）

　
　
　
　
平
成
26
年
４
月
12
日

・
斎
藤
真
光
（
高
３
）

　
　
　
　
平
成
26
年
４
月
16
日

・
小
野
耕
一
（
高
33
）

　
　
　
　
平
成
26
年
５
月
20
日

・
中
村
　
孟
（
高
７
）

　
　
　
　
平
成
26
年
６
月
19
日

・
石
川
雄
一
（
高
31
）

　
　
　
　
平
成
26
年
６
月
24
日

・
細
谷
達
彦
（
高
12
）

　
　
　
　
平
成
26
年
７
月
８
日

　「
新
約
聖
書
」
マ
タ
イ
伝
第
九
章

か
ら
生
ま
れ
た
諺
に
「
新
し
い
酒

は
新
し
い
革
袋
に
盛
れ
」が
あ
る
。

《
新
し
い
思
想
や
内
容
を
表
現
す

る
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
新
し
い

形
式
が
必
要
だ
》
と
い
う
意
味
で

あ
る
。「
革
新
」
の
語
も
こ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
。

　
百
周
年
に
向
け
て
の
船
出
。
新

会
長
の
下
、
今
後
の
同
窓
会
の
運

営
は
、
九
十
年
の
歴
史
と
伝
統
の

重
み
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
つ

つ
、
新
た
な
る
世
紀
を
開
く
も
の

と
な
る
。
課
題
は
山
積
し
て
い
る

が
、
や
り
甲
斐
も
あ
ろ
う
。「
赤
地

丸
」
が
見
事
に
荒
波
を
乗
り
越
え

て
い
く
の
を
見
守
り
た
い
。
そ
の

為
に
も
、
同
窓
諸
兄
姉
の
物
心
両

面
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
必

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

抱
い
て
ゆ
く
決
意
の
二
文
字
青
嵐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳　

夫

　
編
集
委
員

　
　
徳
嵩
　
芳
夫
（
高
19
）

　
　
吉
川
　
正
徳
（
高
22
）

　
　
新
津
知
可
子
（
高
29
）

　
七
万
円
寄
贈

　「
鳩
塾
」
は
昨
年
、
母
校
創
立

九
十
周
年
を
契
機
に
当
会
議
所
所

属
で
産
業
界
の
同
窓
生
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
、
四

月
二
十
八
日
の
会
議
に
於
い
て
、

引
き
続
き
母
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
事
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。尚
、

本
年
三
月
、
在
校
生
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ト
カ
ツ
」
を

若
手
経
営
者
ら
が
聞
き
、
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
今
後
と
も

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
、
七
万
円
を
寄

贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
代
表
　
矢
島
忠
和
（
中
22
）

　
幹
事
　
宮
下
英
雄
（
高
37
）

　
　
　
※
現
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

◇
鳩
の
目
◇

　「
鳩
の
会
」
は
平
成
三
年
に
、
母

校
の
教
育
全
般
に
関
わ
る
支
援
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
主
な
も
の

と
し
て
は
、
屋
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

職
員
研
修
、
付
属
中
学
校
教
育
活

動
等
、
一
般
会
計
で
は
対
応
で
き

な
い
幅
広
い
分
野
へ
の
助
成
な
ど

で
あ
る
。
昨
年
度
は
九
十
周
年
記

念
事
業
が
あ
っ
た
た
め
、
ご
芳
志

は
そ
ち
ら
に
ま
と
め
ら
れ
る
形
と

な
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
百
周
年
に
向
け
て
、

思
い
も
新
た
に
「
鳩
の
会
」
へ
の

募
金
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
募
金
応
募
の
詳
細
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
ま
で

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

鳩
の
会

　

募
金
の
お
願
い

科
野
青
年
会
議
所

「
鳩
　
塾
」

鳩　　塾

応
募
者
名
簿
か
ら

　
　
　
　
　
落
ち
て
い
た
方
々

　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
事
務
局
の
手
違
い
か
ら
大
変
失

礼
を
致
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
詫

び
し
、
改
め
て
お
名
前
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
　
　
幸
雄
（
高
４
）

　
和
歌
月
健
人
（
高
10
）

　
大
島
東
洋
男
（
高
10
）

　
金
井
太
慶
雄
（
高
10
）

　
新
井
　
富
夫
（
高
13
）

　
小
林
　
智
秋
（
高
17
）

　
小
賀
坂
源
悟
（
高
20
）

卒
業
回
期
が
間
違
っ
て
い
た
方

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
町
田
　
育
彦
（
高
15
↓
高
11
）

記
念
式
典
後
の
応
募
者
名

　
　
　
　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
宮
城
　
義
朋
（
高
12
）

　
神
田
　
修
司
（
高
12
）

　
深
谷
　
　
淳
（
高
18
）

　
栗
林
　
秀
夫
（
高
19
）

　
宇
都
宮
良
幸
（
高
17
）

　
村
田
富
士
夫
（
高
14
）

　
甘
利
　
暢
宏
（
高
９
）

　
鈴
木
　
俊
夫
（
高
15
）

　
西
澤
　
国
之
（
高
34
）

　

九
十
周
年

　

募
金
関
係
分

科　　目

1. 募　金

　賛助金

2. 借入金

3. 会　費

4. 雑収入

　合　　計

同窓会員からの募金

ＰＴＡからの賛助金

同窓会基金会計からの借入

祝賀会参加者会費

利息　祝儀等

24,746,500

3,500,000

3,000,000

660,000

15,747

31,922,247

決 算 額 備　　考

(自平成24年9月11日～至平成26年1月31日)

(単位：円)収入の部

科　　目

1. 事業費

　募金活動費

　整備助成金

　振込手数料

　事業推進費

　記念行事費

2. 返済金

3. 事務費

　合　　計

募金活動諸経費

母校への助成（別紙のとおり）

整備助成金支払分

新聞広告、TV放映、DVD作成

記念式典、講演会、記念品、祝賀会等

同窓会基金会計へ返済

印刷費、通信費、会議費、役務費等

18,646,344

1,851,391

10,893,953

2,205

4,200,000

1,698,795

3,000,000

394,780

22,041,124

決 算 額 備　　考

支出の部

屋代高等学校　創立九十周年記念事業　収入･支出　決算書

収入金額
支出金額
繰越金額

31 ,922 , 247  円
22 , 041 , 124  円
9 ,881 , 123  円
(次期へ繰越)

科　　目

1. 繰越金

2. 募　金

3. 式典DVD

4. 雑収入

　合　　計

前期より

中條高徳氏他２名

90周年記念式典撮影DVD

利息

9,881,123

319,920

5,760

1,176

10,207,979

決 算 額 備　　考

(自平成26年2月1日～至平成26年3月31日)

(単位：円)収入の部

科　　目

1. 会議費

2. 事務費

3. 交通費

　合　　計

実行委員会解散会

学校PTA同窓会合同・計16人

監査手当　２名

交通費　２名

1.280

6,000

1,000

8,280

決 算 額 備　　考

支出の部

収入金額
支出金額
繰越金額

10 ,207 , 979  円
8 ,280  円

10 , 199 , 699  円
(次年度特別会計へ繰越)

屋代高等学校創立九十周年記念事業の決算は上記のとおりです。
屋代高等学校創立九十周年記念事業実行委員会　実行委員長　同窓会長　宮﨑　和順

(注）繰越金は、同窓会館建設に向けての
準備費として、積立金とします。


